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Ⅰ　研究目的

　近年，保育所入所希望者は増加傾向にあるが，地方
自治体の厳しい財政状況等もあって，保育所の増設は
十分とはいえない。待機児童解消が目標となる中で，
１９９８年には「保育所への入所の円滑化について」とい
う厚生省通知が出され，定員を超えて保育を実施でき
るようになった。年度当初は定員の１５％増，年度途中
は２５％増，年度後半は２５％を超えての入所を認めてい
る。これらの施策は，保護者や行政のニーズに対応し
たものであり，実際の保育にかかわる保育士や乳幼児
のニーズは聞き入れられていないのが現状ではないだ
ろうか。
　本来，保育所では保育士１人が担当できる乳幼児数
が児童福祉施設最低基準によって定められており，０
歳児はおおむね３人，１～２歳児はおおむね６人，３
歳児はおおむね２０人，４歳児以上はおおむね３０人であ
るが，１クラス内の乳幼児定員は規定されていない。
従って，規定の保育士数を配置すれば多くの乳幼児を
１保育室で保育することも可能である。しかし，乳幼
児にとって，多数の保育士と乳幼児が１保育室で生活
するような環境は適切といえるであろうか。
　また，幼稚園も幼稚園設置基準によって，現在，１
学級３５人以下と規定されているが，３５人は幼児にとっ
て適正数といえるであろうか。教師１人当たりの幼児
の標準的人数は２５人以下が望ましい旨の勧告を，国際
公教育会議は既に１９６１年に行っている。また，日本保
育学会においても岡田正章を委員長としてクラス規模
共同研究委員会が組織され，その詳細な研究成果が
１９８６年に公表されている１）。しかし，その後２０年を経
た現在にあっても，勧告された適正規模の実施は困難
な状況にある。
　現在，幼稚園と保育所の双方の性格を合わせ持った
総合施設「認定子ども園」の設置が各地で試行・開始
され始め，各種規制緩和の流れがある今こそ，現代の
保育状況に合ったクラスの適正規模を模索する必要が
あるのではないだろうか。そこで，これらの点を明ら
かにする目的で，幼稚園・保育所の保育者を対象に意
識調査を実施した。今回は，その中から主として現在
の１クラス当たりの子どもの人数などの実態，保育者
が提案する保育可能な１クラスの乳幼児数，保育者一

人当たりの担当可能な乳幼児数等について報告し，考
察していきたい。

Ⅱ　調査の概要

１　調査対象・方法

　名古屋市を含む愛知県内の公・私立幼稚園各３５園，
公・私立保育所各３５園，合計１４０園を無作為抽出し，各
園の担任保育者を対象に実施した。
　調査方法は，調査用紙を各幼稚園３部，保育所６部
ずつ郵送し，できるだけ異なった学年の担任保育者に
配布していただいた。回答後は個々に郵送により返送
していただいた。
　調査用紙配布数は，幼稚園２１０部，保育所４２０部，合
計６３０部，回答数は２２８名（回収率３６．２％）であった。

２　調査期間

　２００５年３月

３　主な調査項目

　ア　園の概要
　イ　保育上の戸惑い・疲労感
　ウ　保育実践を支える準備時間
　エ　担当クラスの状況・子どもの様子
　オ　採用形態に対する意識

Ⅲ　結果と考察

１　回答者の内訳

　有効回答者２１９名の所属は，【表１】に示したとおり，
幼稚園８２名（公立６１名，私立２１名），保育所１３７名（公
立６２名，私立７５名）であり，採用形態は正規採用が１９６
名（８９．５％），臨時・嘱託が２１名（９．６％）である。最
終学歴は，短期大学・専門学校が１７０名（７７．６％），４
年制大学４１名（１８．７％），大学院７名（３．２％）である。
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表１　回答者の所属
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　担当クラスの学年は【表２】【表３】のとおりである。

２　現在担任しているクラスの乳幼児数の現状

　担任しているクラスの乳幼児数の現状を示したもの
が【表４】である。
　保育所におけるいわゆる３歳未満児組では，平均人
数が，０歳児組１０．３名，１歳児組１４．２名，２歳児組
１８．８名となっている。この人数では保育士も３～４名
必要であり，１保育室に多くの乳幼児と大人がいる状
況といえる。
　最多の人数は，０歳児組１７名，１歳児組２２名，２歳
児組３０名となっており，これほどの多数を１保育室で
保育することを考えると，乳幼児の心身の安定した成
長発達が保障されているか大いに疑問を感じる。しか
し，最多クラスだけが特殊ということではない。前述
のとおり，例えば２歳児組ならば１８～２０名が一般的な
クラス規模であるように，全体として１クラスあたり
の乳幼児数が現状は多いことがわかる。また，公私立
園を比較してみると，３歳児以下ではすべて私立園の
平均人数が多く，特に，０歳児組の１１．８名（公立園５．５
名），２歳児組の２３．１名（同　１５．０名）では差が大きい。
私立園で３歳未満児を多く受け入れている状況が推察
される。
　３歳児以上について平均人数をみると，保育所の３

歳児は２１．０名，４歳児２５．０名，５歳児２５．１名であり，
幼稚園は３歳児１９．９名，４歳児２５．５名，５歳児２７．１名
となっている。保育所の場合は４，５歳児組にあまり
差が無いが，幼稚園では３歳が２０名以下と少なく，４
歳，５歳児と増加している状況がわかる。その結果，
保育所と幼稚園の各平均を比較してみると，３歳は保
育所が，５歳は幼稚園が多く，４歳はほぼ同じとなっ
ている。保育時間や保育内容，また幼児の置かれてい
る生活状況を考えれば，やはり保育所の３歳児，４歳
児の人数の多さが課題であるといえよう。公私立園を
比較してみると，３歳児の幼稚園・保育所，４歳児の
幼稚園において，私立園の人数の多さが目立つ。この
時期は，保育者と幼児とのより丁寧なかかわりが求め
られる発達年齢であることを考えれば，どのような人
数が適切であるか園として検討していく姿勢が大切で
あろう。とりわけ，最少・最多人数を見ると，幼稚園
において設置基準の３５名を超えて保育している実態が
明らかである。保育所においても，４歳児４０名，５歳
児４３名など，基準がないとは言え，かなり困難な人数
での保育実践がなされている実態がわかる。

３　１クラス当たりの最適人数について

　複数で担任する場合も含めて，１クラス当たりの乳
幼児の最適人数を尋ねたところ，【表５】に示す結果と
なった。
①　０歳児：「３名」から「１２名」まで，幅広く回答が

見られる。回答数が少ないが，公私を比較すると
公立園は平均４．０名であるのに対し，私立園は９．２
名と多い。公私立全体の平均は，８．０名。

②　１歳児：「１２名」「１３名」という回答を中心に，最
少「６名」から最多「２０名」まで，回答は幅広い。
平均は，公立園１３．０名，私立園１３．２名で，全体で
は１３．２名。

③　２歳児：「１５名」とする回答が６名（３５．３％）で多
い。最少は「２名」，最多は「３０名」と，回答の幅
が広い。平均は，公立園８．８名に対し，私立園は
１６．３名と多く，全体では１４．１名。

④　３歳児：幼保全体では，「１５名」（１９名，３７．３％）
とする回答が最も多く，次いで「２０名」（１１名，
２１．６％）であった。幼稚園では「１５名」と「２０名」
が同数で多いが，保育所では「１５名」が１２名
（４８．０％）と最多になっている。平均は，保育所の
公立が１５．７名，私立が２０．８名，公私立全体では
１８．１名であった。幼稚園は，公立が１６．９名，私立
園が２３．８名，公私立全体では１８．８名であり，保育
所，幼稚園共に，公私立間に５～７名の開きがみ
られる。

⑤　４歳児：幼保全体では「２５名」（１４名，２９．２％）と
「２０名」（１３名，２７．１％）が多く，幼保別では，幼
稚園は「２５名」，保育所は「２０名」が最多となって

表３　保育所の回答者の担当年齢

表２　幼稚園の回答者の担当年齢

表４　年齢別１クラス当たりの乳幼児数の現状
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いる。平均の最適人数は，公立幼稚園２２．０名，私
立幼稚園２４．０名，幼稚園全体では２２．４名である。
保育所は，公立園が２１．２名，私立園２３．２名で，全
体は２２．１名である。

⑥　５歳児：４歳児と同様の傾向が見られ，幼保全体
では「２０名」（１８名，３０．０％），「２５名」（１７名，２８．３％）
の順で多く，次いで「３０名」（７名，１１．７％）と
なっている。保育所では「２０名」（１１名，３７．９％）が
多く，幼稚園では「２５名」（９名，２９．０％）が最多
となっており，保育所に比べて幼稚園の方が最適
人数を多く捉えている様子が見られる。平均の最
適人数は，公立幼稚園が２４．９名，私立幼稚園が
２６．６名，全体で２５．４名。保育所では，公立園が
２１．３名，私立園が２２．３名，全体は２１．１名である。

　以上の結果を図に示したものが【図１】である。年
齢と共に，最適人数が上昇することがわかるが，４歳
児と５歳児では保育所においてはあまり差がなく，同
程度の保育規模が望ましいといえる。また，保育所に
比較して，幼稚園は新入園児となる３歳児でより少人
数保育を行うことが必要であり，５歳児になると保育
所よりも多人数の保育が適切であることがわかる。こ
のように，施設の性格・目的に応じた，また，幼児の
生活や発達状況に応じた，より詳細な基準が必要であ
るといえる。
　最適人数と考えた理由について簡単に記述しても
らったところ，「保育者一人で目が行き届く人数」「一
人一人の子どもを把握し丁寧にかかわれる人数」「少な
すぎては友達関係が築きにくい」という回答が多かっ
た。また，「部屋の広さ」を指摘する意見もみられた。

日頃の保育経験から，少なすぎず多すぎない適正な人
数が示されたものと考えられる。

４　１人の保育者が担当できる最適人数について

　保育者１人で，何名の子どもまで保育が可能である
のか，その最適人数を尋ねた。結果は【表６】に示し
たとおりである。
①　０歳児：「３名」，「２名」の順で回答が多かった。

特に私立園では「３名」の回答が多い。公私立全
体での平均は２．６名。現在の基準の３名よりやや
少ない人数といえる。

②　１歳児：「４名」，「３名」の順で回答が多かった。
公私立全体の平均は４．０名。現在の基準の６名よ
り少なく，０歳児と２歳児の中間的な数字となっ
ている。発達的に歩き始めの時期であり，現在の
一人で６人の幼児担当では安全面も含め難しい状
況がうかがえる。

③　２歳児：「５名」，「６名」の順で回答が多かった。
特に私立園は「５名」という回答が多い。公私立
全体の平均は，５．８名。２歳児でようやく現在の
最低基準である６名に近づくことがわかる。

④　３歳児：幼保全体では，「１５名」という回答が２５名
（４９．０％）で見られ，次いで「２０名」（８名，１５．７％），
「１８名」（６名，１１．８％）の順で多い。公私立を比
較すると，公立園は「１５名」が５９．４％を占めてい
るが，私立園は，「１５名」から「２５名」まで回答の
幅が広く見られる。また，幼保共に「１５名」が最
多となっている。公私立全体でみると，幼稚園の
平均は１５．６名，保育所は１６．３名で，幼稚園の数値
が低くなっている。これは，幼稚園は全員が新入
園児となるため，その保育によりきめ細やかな援
助が必要となるからであると考えられる。現在の
設置基準では，幼稚園の場合３歳児に限らず一律
３５名以下となっており，保育者の希望としては，
基準の半数にも達しない１５名程度が適切と考えて
いることがわかる。早急な改善が求められるだろ
う。

⑤　４歳児：幼保全体では，「２０名」（１８名，３７．５％）
に次いで，「２５名」（１５名，３１．３％）が多く，この
２つの回答で約７割を占めるほど意見がまとまっ
て見られる。公私立，幼保の差は，ほとんど見ら
れない。公私立全体での平均は，幼稚園２３．１名，
保育所２０．５名である。

⑥　５歳児：幼保全体では，４歳児と同様，「２０名」と
「２５名」がそれぞれ１８名（３０．０％）と同数の回答で
多い。幼保を比較すると，保育所では「２０名」が
１２名（４１．４％）と多く，幼稚園では「２５名」が１１
名（３１．３％）と多くなっている。公私立での違い
は特には見られない。公私立全体での平均は，幼
稚園が２５．１名，保育所が２２．１名である。幼稚園で

表５　年齢別の１クラス当たりの最適人数

図１　最適人数の変化
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は多くの場合，１人で１クラスを担任するため，
１クラスの幼児数と同様の数値となっていると思
われる。

⑦　異年齢混合クラス：各回答数が少数であったため，
一定の傾向はつかめなかった。０，１歳児組で
は，「２人」から「６人」まで回答に幅があり，同
様に，３，４歳児組では「１５人」から「２３人」ま
で，４，５歳児組では「２０人」から「２５人」ま
で，３，４，５歳児組では「１５人」から「２３人」ま
で回答があった。このように幅はあるものの，年
齢が上がるにつれて人数も増加することがわかる。

　以上のように，保育者の考える１人の保育者が保育
できる人数は，それぞれの年齢に応じてある一定の人
数におよそ集約されている。しかし，いずれも今現在
の基準の人数より少ない人数を適切であるとしてお
り，現状が保育者や乳幼児に大きな負担をかけている
様子がうかがえる。特に，１歳児，３歳児は，早急な
見直しが求められる。また，４歳児，５歳児について
も，保育所の基準である３０名，幼稚園の基準である３５
名共に，保育者の立場ではかなり不適切な保育人数で
あることがわかる。

Ⅳ　まとめ

　今回の調査により，１クラスあたりの乳幼児数の現
状が明らかになったが，全体的に保育人数が多い状況
がみられるとともに，最多人数クラスでは，保育所の
２歳児組で３０名，４歳児，５歳児組で４０名以上という
過密状況の園が存在することが明らかになった。保育
所は福祉施設という性格を持ち，保護者のニーズに応
えざるを得ない使命があることもわかるが，日々保育
される乳幼児たち，そして保育する保育士が心身とも
に健康な生活を送ることができてこそ，保護者が安心
して委託できる福祉施設であり，就学前教育をも担う
ことができる。最低基準さえ下回るような状況下での
保育が，待機児童解消の掛け声の中で広がり一般化し
てきている。これを改善していくためには，やはり法
令によって保育条件を明確に規定していくことが必要
であろう。
　一方，保育される適切な人数を明確に打ち出すこと

は，今回の調査にみるように，決して容易ではないこ
ともわかった。保育は，例えば幼児の自主的な活動や
クラスでまとまって行う活動，給食や午睡など，一日
の中でもその保育形態は変化する。担任保育者だけが
全責任を負うというよりも，園として園児全体を把握
し，お互いに保育者が協力し合って保育を実施してい
ることも多い。保育経験年数や，保育者の力量の違い
もみられる。そのような中で，例えば保育を観察し，
保育の質を問い，適切な人数を明確にしていくことは
かなり困難である。結果として，今回は保育者の日頃
の「感覚」から，適切な保育人数を求めようと試みた。
　本調査結果からは，１クラスの最適人数は，保育所
０歳児８名，１歳児１３．２名，２歳児１４．１名，３歳児
１８．１名，４歳児２２．１名，５歳児２１．１名となった。同じ
く幼稚園では，３歳児１８．８名，４歳児２２．４名，５歳児
２５．４名となった。また，保育者一人当たりの担当最適
人数は，保育所の０歳児２．６名，１歳児４．０名，２歳児
５．８名，３歳児１６．３名，４歳児２０．５名，５歳児２２．１名
となった。同じく幼稚園では，３歳児１５．６名，４歳児
２３．１名，５歳児２５．１名であった。公立・私立間でも最
適人数に差が見られたし，日頃の担当人数や保育方法
によっても最適人数に対する「感覚」が異なってくる
ように今回の調査からは感じられた。しかし，乳幼児
の心身の成長発達を保障する役割は，いずれの幼稚
園・保育所においても変わらない。さらに多くの保育
者の意識調査ができれば，より精度の高い結果が得ら
れると思う。今後は，この結果をひとつの基準にしな
がら，具体的な保育実践面からも適正人数を検討して
いきたい。
　また，担当している乳幼児数の現状および最適人数
において，公立園より私立園の方が多くなる傾向が見
られた。幼稚園・保育所の民営化の流れの中で，この
ような現状が生じていることをもっと議論する必要が
あるだろう。
　今回の調査からは，保育者の考える適正人数，１人
の保育者が担当可能な適正人数がある程度明確になっ
たが，実際に保育している人数とはあまりにかけ離れ
ていることがわかり，それだけ保育者や乳幼児に様々
な大きな負担がかかっていることが予想される。保育
の質を保障するためには物理的な面でもそれに応じた
条件を整える必要があり，現状は保育者の工夫や経験
に任せるには限界を超えているのではないか。保育制
度の改善が急務であると考える。
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